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注）上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全研究財団で
は、記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。 

事業種別 広域安全事業 

団 体 名 特定非営利活動法人 アジア太平洋地域アディクション研究所 

事 業 名 薬物事犯者に対する回復支援コーディネート事業 

当法人では、刑事司法手続の各段階にいる薬物依存の問題を抱えている人に対して

具体的な回復の道筋をコーディネートすることを主な事業にしています。 

 一つの都道府県の中だけで警察が犯人を逮捕し、検察官が事件を裁判所に起訴し、

裁判所が判決を言い渡し、刑務所に入れるわけではないので、活動範囲は全国にまた

がっています。助成金を活用し、支援を求める人から交通・宿泊費の支払いなしで会

いに行けたおかげで、2016 年 4 月 1 日から 2017 年 2 月 10 日までの間に 74 人の対象

者について、面会、打ち合わせ、保釈や出所の出迎えを行うことができました。 

逮捕された人には、ダルクなどの社会復帰施設や精神科病院を制限住居に設定して

保釈を取って回復・治療プログラムを受けてもらい、受刑中の人には、出所時に入寮

してもらうための回復施設を紹介し、施設の責任者が面会に行って直接会ってもらっ

たり、入寮・入院後の人については面会に行って、プログラムの進捗状況をチェック

することができました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017 年 2 月 8 日(水) 福島刑務支所にて、4名のクライアントと 30 分ずつ 
合計 2時間面会しました。 


